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各位 

平成 26 年 6 月 30 日 

 

公益財団法人 日本英語検定協会 

 

全国の主要国公私立大学の入試関係者 100 名に、 

大学入試についての緊急調査をおこないました。 
 

「大学入試に 4 技能を測定すべき」 ６６％ 

「大学独自で 4 技能を測定する試験を実施するのは難しい」 ６４％ 

 

公益財団法人 日本英語検定協会 （理事長：松川孝一、所在地：東京都新宿区、以下、「英検協会」） は、

昨今、わが国の大学入試改革の一環として、英語の外部試験の導入が有識者の間で議論されるなか、『大学入

試に関する調査』を急遽実施いたしました。 

 

本調査は、2014 年 4 月から 5 月にかけ、全国の主要国公私立大学の全 76 校の入試関係者（責任者・作問

者・運用処理者 ※一部、このいずれかの立場で過去に関係した者、及びその他、大学入試で影響を受ける英

語教育・国際教育担当者等）、全 100 名に対し、対面で計 13 項目のインタビュー調査を実施し、それを取りまと

めたものです。（一部紙面による回答を含む。） 

 

本調査を急遽実施した理由は、主要大学の入試関係者に、大学入試に関する考えを伺うことで、実態把握と

課題を洗い出し、今後、高校教育と大学入試、及び大学教育の連携を推進するためには、「いったいどのような

支援や制度的整備が必要か」、といった抜本的施策を検討するための手立てとなればと思いました。なお本調

査の詳細結果につきましては添付資料をご参照願います。 

 

【調査結果トピックス】  （※詳細は別紙のとおり） 

■ 「大学入学者選抜について 4 技能を測定すべきと思う」と回答した人は、66% 

・ 全体として、「そう思う」が 66%、「どちらとも言えない」が 21%、「そう思わない」が 10%  

・ 国公立の方が、私立よりも「そうは思わない」の割合が若干高かった。 

■ 「大学入学者選抜の英語の試験が 4 技能化されれば大学の英語教育によい影響を及ぼすと思う」と回答

した人は、74% 

・ 全体として、「そう思う」が 74%、「どちらとも言えない」が 21%  

・ 私立の方が、国公立よりも「そう思う」の割合が 20% 程度高かった。 

■ 「大学が独自で 4 技能を測定する試験を実施することは実現可能とは思わない」と回答した人は、64% 

・ 全体として、「そう思う」が 11%、「どちらとも言えない」が 24%、「そう思わない」が 64%  

・ 国公立と私立の間に大きな意見の差はなかった。 

■ 「外部の資格・検定試験を活用し、4 技能を測定する試験に代替することは実現可能だと思う」と回答した

人は、53% 

・ 全体として、「そう思う」が 53%、「どちらとも言えない」が 32%、「そう思わない」が 15%  

・ 私立の方が、国公立よりも「そう思う」の割合が 20% 程度高かった。 

■ 「外部の資格・検定試験を活用し、4 技能を測定する試験に代替する場合、日本で開発されたテスト（英

検、TEAP、G-TEC CBT 等）が好ましいと思う」と回答した人は、44% 

・ 全体として、「国産テストが 44%、「海外テスト」が 14%、「どちらでもよい」が 16%、「どちらでもない」が 18% 

・ 私立の方が、国公立よりも「国産テスト」と回答した割合が 15% 程度高かった。 


















